















































































































































































































年 4 月に新しく完成したD2、3のギャラリー で発表された作品もあ
りました。石黒氏からは「創作活動に於いて今日、「汗をかくこと」
の意味や重要性が失われているのではないか？そして様 な々素
材を体験する機会が少なくなってきている、それと同時に手の感
覚、観察し、見る事、それらを含めて考える事、等が「汗をかくこと」
にすべて集約されているのではないか」との重要な話しでした。
　鉄の彫刻を最初に制作したのはスペインのフリオ・ゴンザレスと
いわれています。この他スペインには建築家のアントニオ・ガウ
ディ、パブロ・ピカソそれにエドワルド・チリー ダなど鉄を素材に彫刻
やオブジェを制作している作家が多い国です。後半ではチリー ダ
の作品群を中心に、写真と解説を含めた講演でした。
　パネルシンポジウムの最後は武蔵野美術大学の小井土氏によ
る「金属素材による表現技法」といった内容で、各種の金属と技
法についてなどをレジメをもとに映像を通し各種作品の解説をし
て頂きました。
　小井土氏からは「鉄による造形性を支える技術的側面」といっ
たテーマを中心に、前半はこの内容で話を進み、環境彫刻として
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各地に設置されている野外彫刻作品の紹介、特に金属素材で
の作品の紹介がありました。後半は自作品を中心に解説して頂
き、更に武蔵美術大学内鍛造工房での鍛造制作過程を含め今
回のシンポジウムの為にまとめた内容を紹介して頂きました。
　「まず、薄板の材料を使って加工するのは鍛金といった範疇に
属すると思われ、素材には銅板、アルミ板、真鍮板、ステンレス板
等があります。それに対して、ある程度の厚みにある金属を熱間
加工するのを鍛造と呼べるのではないか、この熱間加工に対して
冷間鍛造といった方法もある。つまり熱く熱していない鉄のかたま
りをひたすら叩いて加工するものである。鉄を加工する作業には
ギョウ鉄、鋳造、溶接、カウジング吹管等がある、このギョウ鉄は厚
めの鉄板の外側をガスバーナーで熱し、同時に反対側を水で冷
やして曲げ加工をしてゆくものである。
　カウジング吹管は鉄の酸化膜を吹き飛ばす高圧溶断の種類で
ある。
　自分が鉄に係る事になったのは周囲に鉄を素材作品として制
作をしていた土谷武氏と若林奮氏がいたからであり、その影響を
受けたからだと思います。最後に自作品については、初期の頃の
「窓枠シリー ズ」などでは、鉄をまず叩く事から逆にイメー ジを作っ
てゆく事から始めました。」
　その他、「コールテン鋼による屋外作品では錆に対する日本人
の潜在的美意識と感性をくすぐる様な作品にアプローチした。さ
らに「風」をイメー ジした作品や、ネパールを旅した時の「山」のイ
メー ジ等、鍛造という技法でステンレスを素材に展開を試みてい
る。」との多少専門的な話でした。
おわりに
　このシンポジュウム第一部の終りに私から少し質問を致しまし
た。それは、全国各地の市町村にある郷土資料館や民俗資料
館が、今日の平成の市町村大合併等により、管理、運営上などの
問題を含め危機的な状況になっている事に対して、どのような対
策が必用なのかといった内容です。朝岡氏からは「私達が若い
頃は、民俗資料館や郷土資料館歴史民俗資料館などが各地に
出来、民具や道具等が展示保管されました。そんな中、今日では、
その管理を行政がもてあます様になってきています。例えば、藁と
か木とか網など長持ちしないものがあり、合併を機に整理をしよう
といった空気になってきています。
　考古学などでは記録保存として残せばよく、実際の物はなくて
もよい、という一部の傾向が見られます。また、歴史民俗資料館は
全国どこでも同じ物があって面白くない、といった声もあります。し
かし、近代や前近代の産物として生活全体を見通せる要素があ
るのは日本独自で貴重な事なのです。一部、北欧やヨー ロッパに
はありますが、中国等では貴重なものは残っていません。それでは
どうするかということですが、現実としては各個人個人の理解と
保存維持に向けてボランティアにたよらざるを得ません。」との話し
でした。全国的に苦しい状況に追い込まれている民俗資料館や
民具は現在の大きな課題でもあります。
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